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要　　旨

黒目川最下流地点凍橋）における汚濁特性として、BOD、COD及びMBASについては、経年

的にやや悪化する傾向が認められた。また、水質の季節変動については、水温・NH3は12か月

周期が卓越しており、EC・DO・PO4・T一骨トClほ不規則変動を含みながらも12か月周期が

認められた。

黒目川のBOD、COD、T－P及び流量の経時変化は、生活排水の変動パターンを強く反映して

ぉり、この流域の水質汚濁物質の発生負荷量の大部分が生活推排水に由来していることと一致し

ていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

黒目川における汚濁流速率ほ、BODO・51、CODO・43、SSO・40、T－NO・72、T－PO・63

であり、不老川及び霞川等の都市河川と同様にSSが最も小さく、T－Nが最も大きい傾向を示し

ていた。

1　はじめに

県内河川の汚濁状況をみると、水質汚濁の代表的指

標であるBO王〕の環境基準適合割合は、約5割で、昭和

51年度以降ほぼ横ばいの状態である？掛こ、県南部の

中小都市河川では、依然として環境基準を大きく超過

しており、水質汚濁の解消が急務とされている。河川

の浄化対策には、その汚濁特性の把壷が必要不可欠で

ある。ここでほ、汚濁の著しい、新河岸川水系支川の

黒目川を取り上げ、その汚濁特性を明らかにするため

調査を行ったので報告する。

空　流域の概況

黒目川ほ、図1のとおり東京都東久留米市に源を発

し、本県新座・朝霞両市内を東北方向に流下し、新河

岸川に合流する一級河川である。本県分の流域面積は

約19．7kdで、流路延長は約12kmであり、環境基準類

型指定はE（ハ）となっている。また、流域人口は約

12万8千人であり、下水道普及率は約40％となって

いる。黒削lほ川の状況をみると、都県境直上流で比

較的大きな落合川が合流しているが、本県倒では掛こ

大きな支川ばなく、数多くの小規模な排水喝が流入し

ている。この流域にほ、大規模な汚濁発生源は立地さ

れておらず、両市共、首都圏に隣接するベッドタウン

としての性格が強い。なお、黒目川島下流地点の乗積

におけるBOI）は37喝／1、都県境地点（栗原橋）で

は54喝／1（いずれも59年度平均）である。いずれ

もE類型の環境基準（10喝／1）を大きく上回ってお

り、昭和59年産地点別BODワースト10にランクされ

、・＋∵・●■・・・
図1　調査地点図
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3　調査方法

3・1　調査地点

詞査地点は図1に示すとおり、黒目川本川のA（栗

橋）、B（新高楕）、C（大橋）、D（掘の内橋）及

びE（栗原橋）の5地点と黒目川に流入している排水

路末端のイ（朝霞第一幹線）、ロ（大下幹線）、ハ（栄

幹線）及びこ（新堀幹線）の4地点である。これら4

本の排水路は、すべてC・D間に流入している。

な㌔黒目川に流入している排水路は全部で約30か
所あるが、予備調査の結果、黒目川に対する影響が比

較的大きいと考えられる上記4か所を選定した。

3・2　調査期間

通日調査として、本川5か所は昭和60年11月20日午

前10暗から翌21日午前10暗まで、ほぼ4時間おきに計

7回水質等を測定し、排水路4か所は同月20日午前10

時頃、午後6時頃及び翌日午前6時頃の計3回水質等

を測定した。この調査は、10日間以上の無降水状態の

後に実施したため、降水による影響はないものと考え

られる。

3・3　測定項目及び方法

水質の測定項目及び方法を蓋1に示す。流量は、杉

崎蕗示した「精密法併用による簡易法」によって測

定した。

表1　分析項目及びその方法

項　　　　 目 分 析　 方　 法

pH

E C

S S

D O

B O D

C O D

T O C

苧0 。3二 P （P O 。）

J I S　K　Oユ02

T －P 過 硫酸 カ リウム分解 法

N 壬i4 t N （N II3 ） イ オ ン電 極法

N O 2－N （N O ゥ）　　　　　▲■ J IS ‡く　0】02

T －N 上水 試験 法 く19 7 0 ）

C l モ ール法

S O 42 t （S O j ） 比濁 法

強親戚 量 （l I．） J I S　K　OlO 2

ー71－

4　結果と考察

ヰ鎗1　黒目川最下流地点及び都県境地点の水質

これらの2か所では、水質測定計画に基づき毎月水

質等が測憲主れている。最近5年間の平均水質を表2

に示す。両者の水質等をみると、E地点に対しA地点

では、DO、BOD、NH3、T－N、Cl及びMBASほ若

干減少する傾向があるが、流量ほ50～勤％増加してい

る。その他の項目ほ、大きな差異ほないものとみられ

る。また、両地点共、BODでは20喝／lを上回って

おり、年々高くなる傾向がうかがえた。

表2（1）A地点（東橋）の平均水質

　　 年 度

項 目

’8 0 ’8 1 ’8 2 ’8 3 ’8 4
コ レ ロ ク

ラ ム に よ

る周 期 性

水　　 温 （ Qc ） 1 9 4 1 9 1 1 7 7 1 7 9 1 8 2 ＋ 十

透 視 度 （皿 ） 2 1 1 2 2 5 ユ5 4 1 4 3 1 4 4 ±

P H 7 0 7 3 7 1 7 2 7 3

E C　　 （〟 S／／とm ） 3 9 5 4 0 0 4 1 7 4 23 4 4 6 ＋

S S　　　 （喝 ／ 1 ） 3 1 3 2 6 9 6 5 5 4

D O　　　 （喝／ Ⅰ） 3 5 4 0 4 0 3 3 3 0 ＋

B O D　　 （喝／ l ） 1 8 2 2 2 0 3 3 3 3 0 6 3 7 1

C O D　　 （喝 ／ 1 ） 1 3 2 1 4 、9 2 0 8 2 2 0 2 3 9
P O d 3 ‾－ P （喝／ 1 ） 1 6 0 1 5 7 1 0 1 0 9 9 1 1 3 ＋

T －P　　 （喝／ l ） 2 4 2 1 7 1 1 7 0 1 7 9 ±

N ＝ 4 ＋→N （喝／ 1 ）
7 2 8 2 6 6 7 2 8 9 ＋ ＋

T － N　　 （喝／ ＝ 1 2 6 1 4 1 1 1．6 1 2 7 1 5 3 巴ロ

C l　　 （喝／ 1 ） 3 8 8 4 0 5 3 7 1 3 7 2 4 2 6 ＋

M B A S　 （喝 ／ 1 ） Ⅰ4 1 0 ．9 3 1 8 7 1 5 9 1 8 6 ±

流　 量　 （m コ／ぺ ） 2 4 1 2 2 8 3 3 5 2 5 5 1 9 2

＋＋　12か月周期卓越

＋　12か月周期あり
一　周期性なし

表2（2）E地点（都県境）の平均水質

　　 年 産

項 目

！8 0 ’8 1 ’8 2 ’呂3 ’呂4

コ レ ロ ク

ラ ム に よ

る 周 期 性

水　　 温 （8c ） 18 5 1 7 9 1 8 2 17 6 1 8 9 ＋ ＋

透 視 塵 （cⅢ ） 1 6 2 2 0 6 12 7 1 4 7 1 0 ．9 」＿巴

p H 6 8 7 2 7 ユ 7 王 7 2 ±

E C　　 （β S ／克m ） 4 0 5 40 8 4 5 3 4 20 4 8 3 ±

S S　　　 （喝 ／ 王） 4 4 2 日 1 6 6 9 8 6 8

D O　　　 （喝 ／ ＝ 5 ．6 5 0 4 7 5 2 3 7

B O D　　 （喝 ／ ＝ 2 2 4 2 2 5 4 1 2 3 2 8 5 4 1 ±

C O D　　 （喝 ／ l ） 1 3 6 14 4 2 4 7 2 2 2 2 8 1

P O 1 3 ‾－P （喝 ／ 1 ） 0 4 9 1 3 2 王0 4 0 8 3 1 1 5

T － P　　 （喝 ／ l ） 2 ．0 5 1 9 3 1 49 2 1 3 巴6

N ＝ 4十 －N （喝 ／ 1 ） 8 3 9 5 8 2 7 6 1 1 ．2 十 ＋

T － N　　 （喝 ／ i ） 1 4 7 1 6 2 1 4 ．2 14 1 18 3 ＋ ＋

C 「　　 （喝 ／ l ） 4 0 ．4 4 3 3 4 1 3 3 6 8 4 6 5 ；十

M 8 A S　 （喝 ／ l ） 1 4 2 0 9 6 2 0 3 2 0 1 2 5 2

流　 量　 （m ソ s ） 1 5 7 1 5 3 2 ．0 7 1 3 5 0 9 9

十＋　12か月周期卓越

＋　12か月周期あり
一　　周期性なし
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4・1・1　経年変化

A・E地点の毎月の測定データを使用して経年変化

を調べた。水質等の原系列と12か月移動平均（以下「移
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勤平均」という。）の一例として、A地点のDO、BOD、

T－N及び流量のデータを図2に示す。

（t75）（憫〉　（7n　く・閏）　｛潤｝　｛・漸　くⅦ〉　ぐ空｝　ぐ郵　（■舗　l一軍〉

囲2　黒目川■東橋に右ける水質の経年変化（

A地点では水温、P軋EC及びClほ移動平均がほ

ぼ一定で、経年変化はほとんどないものと考えられる。

DO、SS及びT綱Nも、昭和53年夏季における異常な

渇水による急激な変化を除くとほぼ一定であった。

醐3についても、原データにややバラツキがあるもの

の、大きな経年変化はないものとみられる。また、BO工〕

及びCODは、上述の渇水による急激な上昇の他、いく

っかの上昇ピークが認められるが、最近5年間でばや

や上昇している傾向がうかがえた。M吏姐Sについても、

最近5年間ばやや上昇しているものとみられる。PO4

及びT－Pは、あまり大きな変化がなく、やや下降し

－72－

岬　原データ、……12か月移動平均）

ている傾向がみられた。透視度ば、移動平均の変化が

激しく、特定の傾向ほなかった。

流量は、降水の影響とみられる上昇ピークがあるほ

かは、2～3Ⅰぜ／secでほぼ一定と考えられる。

一方、E地点では、pHがやや上昇している傾向が

みられること及びDOの変動が激しいことを除くと、

その他の項目については、A地点の経年変化とほぼ同

様の傾向が認められた。

ヰ・】・2　季節変化

時系列データとしての変動特性をみるため、各水質
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の自己相関係数を求めたミ）これらの一例としてA地点

のNH3、C王、BOD及びDOのコレログラムを図3に

吐－：」〔DO〕

l細

孔58

8

一且ミ迫

－1閥⊥

㌃二島±㌃

ACC〔BOI）〕

示す。また、コレログラムによる各水質の周期性の有

無については表2に示す。

乱CC〔NIi3〕

一礼盟十

＿，閻1

図3　黒目川■東橋における水質のコレログラム

A地点における水質の変動特性をみると，水温及び

NH3の12か月周期が卓越しており、次いでEC、DO、

PO4、T－N及びClは不規則変動を含んでいるがユ2

か月周期が認められた。PH、SS、BOD及びCODに

ついては不規則変動が大きく、周期性ほ認められなか

った。なお、透視度、T－P及びMBASは、非常に弱

い12か月周期が認められるが、不現員i」変動がはるかに

大きいとみられる。

E地点においては、DO及びPO4の周期性が認めら

れなかったことを除き、A地点における変動特性とほ

ぼ同様の傾向を示していた。

ヰ・2　二通日調査

ヰ・2・1　水質

表3　通日詞査の平均水質
； す 竺 ＼ 三

本　　　　　　　　　 川 支　　　　　　　 川

A B C D E イ tコ ロ

水　　 温 （dc ） 1 3 13 1 3 14 ユ4 15 17 14 14
遠 視 度 （亡Ⅲ） 2 8 26 2 9 27 2 畠 26 4 0 8 3 8 6

p H 7 1 7 1 7 王 7 0 6 9 7 4 6 4 7 1 7 1

E C　 （β S ／ノ誌 ） 439 4 42 42 8 4 30 40 4 4 50 47 3 4 43 64 7

S S　　 （喝 ／l ） ユ8 16 ユ8 13 四 2 9 149 59 ユ0 6

D O　　 （庄監／l 〕 4 1 4 7 4 7 5 0 5 4 7 3 1 日 8 3 7 0

B O D　 （Ⅱ屯／l ） 1日8 2 2 1 2 1 4 16 1 14 0 2 2 2 326 67 5 7 4 5

C O D　 （喝／ 1 ） 10 4 12 2 1 1 1 9 6 8 9 15 0 王6 3 33 7 5 3 0

T O C　 （喝 ／l ） 4 8 4 3 5 5 4 0 3 9 7 呂 80 2 15 5 1 5 2
P O 4 3二P （喝／ 1 〕 0 66 0 7 4 0 64 0 60 0 54 0 4 7 0 68 0 79 4 5 5

T －P　 （喝 ／＝ 1 00 1 12 0 9 6 0 98 0 7 6 0 77 3 7 7 1 69 5 7 1
N ＝4t N （喝／ Ⅰ） 5 0 5 1 5 2 4 8 4 5 1 9 2 7 5 8 円

N O 2 －N （喝／ ＝ 0 52 0 5 ヰ 0 59 0 4 2 0 38 0 2 0 0 02 0 0 7 0 5 6

T －N　 （工唱／ ＝ 13 1 3 13 1 3 13 10 13 ロ 20

C l －　　 （喝 ／1 ） 4 1 41 38 40 3 5 50 62 42 54
S O 4 2】 く喝 ／l 〕 5 4 5 4 4 9 4 9 48 60 44 73 ユ3 1

Ⅰ．L　 （喝 ／1 ） 1 0 12 1 3 9 2 8 1 t 15　 恒 3 42 9 0

流 量　 （鱒 ／s ） 1 6 6　　 1 97 1 91 l 1 38 1 6 3 0 0呵　 0 0 08 0 03 8 0 0 0 4

黒目川本川では、EC、SS、Cl及びSO4が上流か
昭和釦年11月加～21日に実施した通日調査の結果に　　　ら下流にかけて次第に増加する傾向であるのに対し、

ついて、黒目川本川・排水路の各地点の平均水質を表　　　DOは減少する傾向が認められた。また、水温、透視

3に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度、p只及びTJNほ、地点による差異はあまり認めら

－73－
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れず一定であった。

各地点の水質の経時変化の一例として、BOD及び

BOD

18　　12　　14　　18　　　t8　　；ヨ　　　空

DO

柑　　12　　1月　　16　　18　　　三9　　　空

DOについて図4に示す。BOD、COD、PO4及びT－P

は、上流から下流にかけて順次増加し、最下流地点で

ニ：A（東　　楕）
…－－－－－…：B（新高橋）

：C（大　　橋）
：D（掘の内橋）

叫【・－・－：E（栗原橋）

図4　黒目川における水質等の経時変化

若干減少する傾向が認められた。EC、DO及びⅠ，L．

は、昼間に比較して夜間は低下する傾向が認められた。

また、透視度、BOD、COD、T－P及びClは、流量

と同様、夜間は昼間に比べて低下しているが、22～24

時にかけて急激な上昇ピークがみられる。

SS及びSO4を除く他の水質でほ、地点による差異

はあまり認められず、ほぼ同様の定時変化を示してい

た。また、後述するとおり、黒目川流域の汚濁物賞の

約5～8割が生活系排水に由来するものであり、BOD、

COD及びT爛Pの経時変化は、各地点共生活排水の変

動パターン（10～12時と22～24時に上昇ピークがあり、

朝の6時頃最低値を示す。）6妄強く反映していた。な

お、T－Nについてはこのような傾向は認められなか

った。

黒目川に流入している4か所の排水路では、T－N

及ひT－Pの経時変化は比較的安定していることか予

碧されるが、その他の水質ほ、流量と共に激しい径時

変化が認められた。

各水質間の相関係数を求め、その一例としてBODと

他の水質について表4に示す。各水質問の相関関係を

表4　BODとの相関係数

　 点

項目
A　　　　 B　　　　　 C　　　　　 D　　　　 E

水　 温 0．534 1　　 0 570 5　　 0 456 4　 ♯　0 7665　 辛　0 7962

透視産 －0，0 693　 －0 2820　 －0 4499　 －0 383 3　 －0 6210

pH
導電率

－0．227 1　 キー0 73 10　　 －0 4713　 【0 44 16　　 －0・14 95
0 1281　　 0 6559　　 0 6552　 ＊　0 72 51　　 0 4334

S S 【0 22 47　　 0 3853　 璽　0．7173　＊＊　0 863 9　　 －0 14 22

D O 0 0498　　 －0 1625　　 －0 3682　　 －0 190 9　　 0 1007

B O D 1 0000　　 1 00 00　　 1 0000　　 1 000 0　　 10 000

C O D 0 6014　 ＊　0 7672　叫　 0 8477　…　 0 8380　＊書　0 9274

T O C 0 0096　　 0 4087　 ヰ　0 7790　　 0・5290　　 0 6253

P O 4 ＊　0 8139　拍　 0 9654　日　 0，9 137　　 0 4758　　 0 5朗5

T－P ＊　0 7421 …　 0 9686　拍　 0 8 92 6　　 0 2192　叫　 0 8527

N H 3 0 146 5　　 0 5527　　 0 60 77　　 0 3022　　 0 5080

N O 2
T－N

－0．0839　　 0飢 56　＊＊　0 8 472　…　 0 9040　…　 0 8392
0．46 41　　 0 1277　　 0 1270　　 0 195 1　 ■　0 7 664

C l －0 00 38　 串　0 7248　 ■　0 7611　 ＊　0 7206　　 0 3770

S O 4

I L

0 40 85　　 0 5720　　 －0 2294　　 0 6604　　 0 6360
Q 3476　　 0 2954　 ＊　Q 74王3　＊＊　0 93 26　　 0 1972

流　 量 0．4981 ・ 0 7468　　 0 4826　 ＊　0 7140　 ＊　0 7586

〔榊〕・・－■有音水準1％、「＊l‥＝・有晋水準5％

－74－
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みると－ECとNO2・Cl、SSと王・1・、T－アとPO4

がそれぞれ強い正の相関を示していた。その他は、地

点による差異が大きく、特定の傾向は認められなかっ

た。なお、BODについては、本川上流側でCOD及び

NO2との相関が強いが、下流側ではT－P及びPO4と

の相関が強い傾向がみられた。

4・2・2　流量

平均流量を表3に、流量の経時変化を図2に示す。

D・E問及びA・B問においては流量が減少し、C

・D問においては、4か所の排水路の合計を大きく上

回って流量が増加しており、これらは伏流の影響によ

るものと推定される。また、各地点共、BOD等と同様

に生活排水の変動パターンと考えられる経時変化を示

していた。

4・2・3　負荷量

通日調査の平均負荷量、その経時変化及び相関係数

を求めたところ、BOD、COI）、T－P及びT－Nは、

生活排水パターンと同様の経時変化を示していた。ま

た、SSとDOを除く他の項目は、流量との強い正の相

関が認められ、全体的に流量の経時変化を強く反映し

ているものとみられる。

ヰ・3　汚濁流速率

ヰ・ヨ・】発生負荷望

A地点（棄橋）上流流域における日0Ⅰ）、COD、SS、

T－P及びT－Nの発生負荷量は、埼玉県水質環境情報

システ詣によって前章轟同様にして算出した（原単

位等の山部については、修正されたものを使用した。〕。

これらの発生負荷量等の各系の占める割合を囲5に示

す。生活系の発生負荷量をみると、日ODでは約82軌

CODでは約72乳　了－Pでは約52軌　T－Nでは約

74％をそれぞれ占めており、水質汚濁物質の大部分は

生活系排水に由来するものと考えられる。また、生活

系の内訳としては、日ODの場合でその約90％が生活

娃排水によるものと算定されている。このことば、通

日調査における水質等の窪時変化が生活排水の変動パ

ターンを反映していたこととよく一致している。

4・3・2　汚濁流速率

A地点におけるBOD等の汚濁流達率を前感）と同様

．　（

生
活
系
）

（
そ
の
他
系
）

（
畜
産
系
）

（
産
業
系
）

図5　発生負荷量及び排水量の発生源別割合

の方法で求め、表5に示した。T－NO．72、T－PO．63

と比較的高く、次いでBODO．51、CODO．43であり、

SSO．40が最も低かった。

表5　汚濁流達率

地　 点 発生負荷 実測負荷　 汚港流達
堅　 目 量　 （∋ 量　　 ④　 率④／①

B O I）〔kg／日〕 5，550 2，820　　　 0．508

C O D 〔kg／日〕 3，520 1，520　　　 0．432

S S　 〔kg／日〕 6，6日0 2，700　　　 0．404

T ≠N 〔k言／日〕 2，640 1，900　　　 0．7 20

T －P 〔kg／日〕 240 150　　　 0．625

流 ㌔ 〔叫 ／日〕
ユ68，000 144，00 0　　　 0．857

環　流量については、左欄から発生排水量、実測

ここで、不老川、霞川及び東川における汚濁流蓮基

と比較すると、河川ごとに大きく異なるが、項目に着

目すると、汚濁流達率は、いずれの河川においてもSS

が最も小さく、T－Nが最も大きい傾向を示していた。

BODとCODはほぼ同程度であり、T－Pはこれらを若

干下回る傾向がみられた。このことは、SSについて

は流下過程において容易に沈殿・堆積し、流水から除

かれやすいためであり、T－Nについては最も浄化（分
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解・沈殿等）されにくいことを示すものと考えられる。

5　まとめ

黒目川の汚濁特性について次のことが見出された。

（1）乗積における水質の経年変化としてほ、BOD、

COD及びMBASにやや上昇傾向があるが、PO4及

びT－Pにはやや下降する傾向があり、水温、PH、

EC、DO，SS、NH3、T－N及びClは比較的安定

していた。

（2）東橋における季節変動としては、水温及びNH3の

12か月周期が卓越しており、EC、DO、PO4、T－N

及びClは不規則変動を含みながらも12か月周期が

認められたが、PH、SS、BOD、COD、透視度、

T－P及びMBASにはほとんど周期性が認められな

かった。

（3）黒馴！の水質は、pH及びT－Nを除き、上流から

下流にかけて次第に悪化している傾向が認められる。

しかし、水質等の経時変化の桂子は、各地点共あま

り大きな差異はなく、特にBOD、COD、TtP及び

液量には生活排水の変動パターンが強く反映してい

ると認められた。

（4）黒目川流域（埼玉県分）のBOD発生負荷量の約82

％、T－N発生負荷量の約74％がそれぞれ生活系排

水によるものである等、水質汚濁物質の大部分は生

活系（特に生活葎排水）に由来するものである。

したがって、黒目川の水質を改善するためには、

生活雑排水の汚濁物質を大幅に削減する必要がある0

（51汚濁流達率は、BODO．51、CODO・43、SSO140、

T－NO72、T岬PO．63であり、不老川及び霞川等の

都市河川と同掛こ、SSが最も小さく、T－Nが最も

大きい傾向を示していた。
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